
佐賀市長 坂井英隆

水 と 共 に 生 き る ま ち

～ 佐 賀 の 挑 戦 ～

新たな価値を生む発想の転換



○面積

431.84㎞

○人口

２２５，８０２人
（Ｒ7.4現在）

○環境

・豊かな清流と温泉を育む脊振山系

・クリークが縦横に巡る佐賀平野で
農地と街が調和した「水網都市」

・日本一の干満差と豊富な栄養塩で
織りなす宝の海「有明海」
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佐賀市の概要
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佐賀市と嘉瀬川
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嘉瀬川高水敷の利用
（佐賀インターナショナルバルーンフェスタ）

嘉瀬川など多くの河川が流入する有明海
（ノリ養殖場）

佐賀の低平地を流れる嘉瀬川
（水路網やクリーク網）

脊振山

嘉瀬川ダム（富士しゃくなげ湖）
～ダム本体下流より上流を望む～

宝の海「有明海」



佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

今年も開催  10/30（木）～11/3（月・祝）  

佐賀市と嘉瀬川
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アジア最大級の国際大会!!

世界選手権を3度開催!!

国内外１００機超の熱気球!!

5日間で来場者80万人超!!

とにかく熱気球と人が近い!!
etc.



嘉瀬川ダムの概要
所 管：国土交通省

管理開始：平成24年度

嘉瀬川発電所（九電）
（最大出力2,800kw）

高さ
99ｍ

堤頂長456ｍ
イメージキャラクター

「びっきょん」

嘉瀬川ダム
（富士しゃくなげ湖）

集水区域

河川流水の正常な機能維持

かんがい用水の補給

水道用水の供給

工業用水供給

水力発電

集水区域

洪水調節容量： 1,750万m3

利水容量    ： 5,050万m3

堆砂容量    ：   300万m3

総貯水容量 ： 7,100万m3

佐賀市

多久市

小城市

神埼市

江北町

白石町

唐津市

福岡市

白石平野（かんがい用水の補給）
■佐賀城跡
（お堀）

嘉
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佐賀市街地（河川維持流量の補給）

嘉瀬川

佐賀城跡
（お堀）

嘉瀬川ダムの水利用



嘉瀬川ダム周辺の魅力

ダムまわりは
楽しいが
いっぱい！
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立地も
“ハッピー”

その魅力に「＋１（プラスワン）」

古湯温泉郷

熊の川温泉
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かわまちづくり支援制度を活用し、
水上競技場を新たに整備（R4.5オープン）

パークゴルフ ダムの駅富士

オートキャンプや湖面利用

佐賀市富士しゃくなげ湖水上競技場



ＳＡＧＡ２０２４  国スポ・全障スポ
～  ボート・カヌー競技  ～

＋１の魅力が国スポ・全障スポで開花
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「佐賀市富士しゃくなげ湖 水上競技場」を整備

（ボート・カヌー120艇収納可能）

管理棟

艇庫 リギング広場

競技コース

１万２千人超の方が
嘉瀬川ダムに
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さらなる魅力＋（プラス）に向けて

ボート・カヌー競技施設を核として、スポーツ振興や地域振興！

レジャーなど、多目的な用途の利活用も促進！

バナナボート

水上スキー

カヌー教室

ボート（ローイング） 地域や国とさらに連携し魅力を拡大！！

水上サイクル 水上アスレチック



国土地理院有明海
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川上頭首工

大井手堰

嘉瀬川大堰
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水
東
水
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線

遊水池機能

遊水池機能

佐賀平野の治水・利水 高水敷・水害防備林

受堤

受堤

クリーク水路網

出典：筑後川歴史散策

干拓によって広がった低平地
のため、古くから「水害」と
「水不足」が宿命

石井樋
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石井樋

●佐賀城跡
（お堀）

高水敷と水害防備林

水受堤

「水の神様・成富兵庫茂安」
の400年前の治績が、現代
の治水・利水システムに息づ
いている

水とともに暮らすまち

脊振山地佐賀平野

有明海 ←嘉瀬川

←城原川←筑後川



水とともに暮らすまち

9

脊振山地

圃場整備前

出典：MIZBERING HP

出典：森川海人っプロジェクト HP

クリークマルシェ

多布施川水遊び場

カヌーで巡る佐賀のまち

昭和56年から続く、年２回（春・秋）行う市民総出
の河川清掃

「川を愛する週間」 ８万人超参加／毎年

市民自ら胴長を着て水路に入り、除草や泥上げ
などを行う



浸水対策の新たな取組み（お濠の事前排水）
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地 域 の 理 解 の も と 様 々 な 対 策 に 取 り 組 む 佐 賀 市流域治水の取組を前へ

「流す」「溜める」
の対策をより前進

佐賀市排水対策
基本計画の見直し

流域治水

対策効果の最大化
×

浸水被害の最小化

田んぼダム

クリークの事前排水

佐賀城お濠の活用

近年の浸水状況

佐 賀 駅 周 辺

市 街 地

関係者との
連携強化

既存施設の
有効活用



【貯留容量 約３５０万トン（実施水路）】

「田んぼダム」と「クリークの事前排水」

佐賀平野のクリーク
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〈圃場整備前〉 〈現 在〉

排
水
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導水路 揚
水
機

田面よりクリークの水位を下げることで排水機能を有する

揚
水
機

ク
リ
ー
ク

ア
オ
樋
門

田んぼダム

クリークの事前排水

溜める
【貯留容量 約３９万トン】
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浸水対策の新たな取組み（お濠の事前排水）「佐賀城お濠の活用」

溜める
令和５年の出水期から、お濠の水位を事前に下げた状態で管理（既存施設を有効活用）し、

市中心部の 浸水被害軽減 につなげています

県市連携
流域治水

実証試験実証試験

強制排水

お濠

起伏堰

自然排水

最大 58,000 トン

強制排水 ＋α

▽通常水位水
位
低
下 多布施川

＋α

自然排水・お濠の水の

・北濠の活用

・農業用水の利用者等との調整

・低水位での管理
（水位の落ちづらさへの対応）

最大 58,000 トン （25ｍプール190杯以上）

排水ポンプ車による 58,000 トン

県排水ポンプ車
「ひので」

さらなる水位低下が機動的に可能かを検証します！

お濠貯留
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浸水対策の新たな取組み（連携操作）

佐賀江川の排水系統（国・県・市が連携）

貯留容量 50万トン以上 13

「水門の連携操作」

溜める流す

<市>

<県> <県>

<国>

市中心部



課題解決や水を活かすまちづくりのカギは、
流域全体・あらゆる関係者で考え、動く、

「流域総合水管理」

通年で水辺でのイベント等を開催するには、街なかの水が少ない

事前排水した後に降雨がない場合、農業用水の充水に時間がかかる など

抱える課題と今後の展望
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治水 × 環境

水でつながる
豊かな環境の
最大化

流域環境

水の恵みの
最大化

水利用

水災害による
被害の最小化

流域治水

利水 × 環境

治水 × 利水

抱える課題
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